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１．指摘事項及び対応方針

○ 本資料の説明に係る指摘事項

No. 項目 指摘時期 コメント内容 掲載箇所

S1-74 sF断層系
第732回会合
（2019.6.21）

sF-１断層について，地下深部への連続性について説明性向上の観点から，震源断層であるか否かに
ついての調査・評価を補強し説明すること。

評価方針・検討状況につ
いて，本資料に示す。

○ 第732回審査会合（2019.6.21開催）において，第四条※の検討対象であるsF-１断層については，反射法地
震探査統合解析等に基づき，地下深部に連続する断層ではないと判断されることから，震源として考慮する
活断層に該当しないことを説明し，上記No.S1-74の指摘を受けている。

〇 これに対して今般，敷地内で継続してきた鉱物脈法に関する調査において，フィリプサイトから成る鉱物脈
がsF-１断層の最新ゾーンを横切り，変形や破壊を受けていないことを複数の薄片で確認できる見込みが得
られた。これによりフィリプサイトを生成した熱水変質の時期との関係を踏まえ，鉱物脈法による活動性評価
を主体とした評価を行う。

〇 なお，鉱物脈法に関する調査については終了しており，調査・評価結果をとりまとめ，次回の審査会合にて
ご説明する予定である。

〇 P.4に鉱物脈法を主体としたsF-１断層の調査・評価の考え方を示す。

※： 実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関す
る規則（平成二十五年六月二十八日原子力規制委員会規則第五号）。



sF-１断層の調査・評価の考え方

（1） 分布・性状

震源として考慮する活断層に該当しない

（2） 地下深部への連続性の有無

反射法地震探査統合解析

鉱物脈中のフィリプサイトによる検討

sF-１断層直交方向の既往探査データの再解析

反射法深度断面に対応する地質構造確認

ボーリング調査

走向・傾斜 性 状

・断層面は明瞭
・破砕部を伴う

掘削面調査，ボーリング調査等

N-S～NNW-SSE走向，高角傾斜（右横ずれセンス）

sF断層系

sF-１
sF-２-１
sF-２-２
sF-２-３

・N-S～NNW-SSE走向
・主に高角傾斜

変位センス
左横ずれ

右横ずれ

sF-１断層

sF-２断層系
sF-２-１
sF-２-２
sF-２-３

変位センス

・右横ずれ
・西側落下

• sF-１断層を深度約150mで確認
• その下方延長部の大間層中の鍵層や玄武岩上面

に変位はほとんど認められない

〔第四条に関する検討〕

③敷地周辺の調査

敷地近傍の文献活断層及び断層地形
の可能性がある地形との連続性

敷地前面海域の
断層との連続性

連続しない

地下深部に連続する断層ではないと判断される

文献調査・空中写真判読 音波探査

sF-１断層は敷地周辺の活断層には連続しない

連続しない

周辺岩盤中のフィリプサイト
を含む鉱物脈の有無

地質観察・分析

フィリプサイト生成以降の
断層活動はないと考えられる

地質構造発達史と
熱史に関する考察

大畑層形成の火山活動
に関連する熱水変質作
用によりフィリプサイト
（K-Ar 1.6Ma）が生成

sF-１断層には後期更新世以降の活動はないと推定される

有り

断層破砕部中のフィリプサイト
を含む鉱物脈の有無

有り （最新面を横断する鉱物脈は認められない）

断層破砕部中の鉱物脈のフィリプサイト
結晶集合体の変形・破壊の有無

変形・破壊なし

（本編資料P.2-32参照）

活動性評価〔参考〕※

〔参考〕 前回審査会合（2019.6.21）資料

※ 活動性評価〔参考〕については，第615回審査会合資料２－１，
P.2-53～P.2-61及び資料２－２，P.3-29～P.3-48参照。

南方及び北方の延長

・南方は奥戸漁港までは延長しない
・北方は根田内までは延長しない

海底地形調査・ボーリング調査

②敷地極近傍の調査

• sF-１断層について，敷地極近傍の調査で敷地の外に続くことを
確認したことから，敷地周辺の断層との連続性の有無を確認する。

• 後期更新世以降の活動性を評価できる上載地層が分布しない
ことから，反射法地震探査統合解析及びボーリング調査により，
sF-１断層の地下深部への連続性の有無を評価する。

①敷地の調査

後期更新世以降の活動性を評価
できる上載地層が分布しない

敷地極近傍の範囲に限定的に分布
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震源として考慮する活断層に該当しない

掘削面地質観察等によるフィリプサイトから成る鉱物脈の有無

フィリプサイト生成以降の断層活動はないと判断される

大畑層形成の火山活動に関連する熱水変質作用によりフィリプサイト（K-Ar年代 1.6Ma）が生成

④地質構造発達史と熱史に関する考察

後期更新世以降の断層活動なし

有り（白色脈中に確認）

断層の最新ゾーンを横切るフィリプサイトから成る鉱物脈の有無

有り（複数の薄片）

フィリプサイトから成る鉱物脈の変形・破壊の有無

変形・破壊なし

(2) 鉱物脈法による活動性評価

sF-１断層の評価については，敷地内で継続してきた鉱物脈法に関する
調査において，フィリプサイトから成る鉱物脈と断層の最新ゾーンとの切
断関係を複数の薄片で確認できる見込みが得られたことから，フィリプサ
イトを生成した熱水変質の時期との関係を踏まえ，鉱物脈法による活動
性評価を主体とした評価を行う。

後期更新世以降の活動性を評価
できる上載地層が分布しない

反射法地震探査統合解析

sF-１断層直交方向の既往探査データの再解析

反射法深度断面に対応する地質構造確認

ボーリング調査

• sF-１断層を深度約150mで確認
• その下方延長部の大間層中の鍵層や玄武岩上面

に変位はほとんど認められない

地下深部に連続する断層ではないと判断される

(3) 地下深部への連続性の有無※〔参考〕

※： 地下深部への連続性の有無は，第732回審査会合において「第四条に
関する検討」の(2)の評価としていたもの（第732回審査会合資料２－１，
P.2-8，P.2-23～P.2-30及び資料２－２，P.2-8～P.2-14参照）。

（1） 分布・性状

走向・傾斜 性 状

・断層面は明瞭
・破砕部を伴う

掘削面調査，ボーリング調査等

N-S～NNW-SSE走向，高角傾斜（右横ずれセンス）

sF断層系 sF-１断層，sF-２断層系

・N-S～NNW-SSE走向
・主に高角傾斜

変位センス
左横ずれ

右横ずれ

sF-１断層

sF-２断層系

変位センス

・右横ずれ
・西側落下

③敷地周辺の調査

敷地近傍の文献活断層及び断層地形
の可能性がある地形との連続性

敷地前面海域の
断層との連続性

連続しない

文献調査・空中写真判読 音波探査

sF-１断層は敷地周辺の活断層には連続しない

連続しない

南方及び北方の延長

・南方は奥戸漁港までは延長しない
・北方は根田内までは延長しない

海底地形調査・ボーリング調査

②敷地極近傍の調査①敷地の調査

敷地極近傍の範囲に限定的に分布

２．sF-１断層の調査・評価の考え方（案）
第732回審査会合

資料２－１ P.2-8 一部修正
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〔第四条に関する検討〕

試料採取ボーリング（24孔，計70.4m）

①活動性評価に用いる
鉱物脈の調査

③鉱物脈と断層の最新ゾーンとの切断関係

②断層沿いの試料採取

X線分析でフィリプサイトを確認し，薄片作製



図１ 試料採取位置図（取水庭掘削面）

0                        50m

試料採取ボーリング実施範囲
（24孔，計70.4m，各孔の位置
はP.6参照）

鉱物脈詳細地質調査範囲

３．鉱物脈法に関する調査の概要（1/2）
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位 置 図

敷地範囲

0 300m

IT-24孔
K-Ar年代測定試料採取
（測定結果：1.6Ma）

この地図は，国土地理院の地理院地図
（電子国土Web）を使用したものである。

写真１ sF-１断層付近の白色脈の例

白色脈

易国間層
（淡灰色火山礫凝灰岩）

上

試料採取ボーリング実施範囲

調査・評価の目的及び内容

【調査・評価の目的】

敷地内で継続してきた鉱物脈法に関する調査において，フィリプサイトから成る鉱物脈とsF-１断層の最新ゾーン
との切断関係を複数の薄片で確認し，フィリプサイトを生成した熱水変質の時期との関係を踏まえ，鉱物脈法に
よる活動性評価を行うことを目的とする。

【調査・評価の内容】（詳細についてはP.７参照）

• 敷地で認められる熱水起源のフィリプサイトを用いて鉱物脈法の調査・評価を行う。周辺岩盤には白色脈（写真１参照）が多
く認められ，白色脈中の微細な割れ目を充填してフィリプサイトから成る鉱物脈が分布することを確認する。

• sF-１断層沿いに試料採取ボーリング（図１参照）を行い，X線分析でフィリプサイトを確認し，活動性評価に用いる薄片を作
製する。

• フィリプサイトから成る鉱物脈が断層の最新ゾーンを横切り変形・破壊を受けていないことを複数の薄片で確認し，フィリプサ
イト生成以降の断層活動がないことを示す。

• フィリプサイトを生成した熱水変質の時期（フィリプサイトのK-Ar年代1.6Ma：位置図参照）との関係から，sF-１断層には後期
更新世以降の活動はないことを示す。



• 掘削面底盤において，ほぼ鉛直なsF-１断層沿いに，試料採取ボー
リング（鉛直孔）を24孔掘削した（孔長2.5ｍ～3.0ｍ，計70.4ｍ）。

• ボーリングコアの断層内物質のX線分析を実施し，フィリプサイトを
確認し，薄片を作製した。

• このうち複数の薄片において，フィリプサイトから成る鉱物脈と断層
の最新ゾーンとの切断関係を確認できる見込みが得られたことか
ら，これらの薄片観察，EPMA分析等の結果についてご説明する予
定である。

sF-１断層沿い掘削面写真

sF-１断層沿い掘削面地質スケッチ及び試料採取ボーリング位置

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩
細粒凝灰岩 凝灰質礫岩

0 1m

sF-１断層

sF-１断層
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試料採取ボーリング及び分析の概要

３．鉱物脈法に関する調査の概要（2/2）
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４. 鉱物脈法に関する調査・評価の状況と今後の見通し

項 目
2019年

６月以前 ７～９月 10月～12月

審査会合

鉱
物
脈
法
に
よ
る
活
動
性
評
価

①活動性評価に用いる鉱物脈の調査
sF-１断層の周辺岩盤には白色脈が多く認められ，白色脈中の微細な割れ目を充填

してフィリプサイトから成る鉱物脈が分布することを確認する。

• 鉱物脈法に用いる熱水変質鉱物 【地質観察，X線分析】

• 掘削面の白色脈の分布・性状 【地質観察】

• 白色脈中のフィリプサイトから成る鉱物脈確認 【X線分析，薄片観察】

②断層沿いの試料採取
sF-１断層沿いに試料採取ボーリングを行い，X線分析でフィリプサイトを確認し，活

動性評価に用いる薄片を作製する。

• 試料採取ボーリング24孔 計70.4ｍ 【試料採取】

• コアの断層性状 【コア観察】

• 断層内物質中のフィリプサイト確認 【X線分析】

③鉱物脈と断層の最新ゾーンとの切断関係
フィリプサイトから成る鉱物脈が断層の最新ゾーンを横切り変形・破壊を受けていない

ことを複数の薄片で確認し，フィリプサイト生成以降の断層活動がないことを示す。

• 断層の最新ゾーンの認定 【コア観察，CT解析，薄片観察等】

• フィリプサイトから成る鉱物脈の確認 【薄片観察，EPMA】

• 鉱物脈と最新ゾーンとの切断関係確認 【薄片観察】

④地質構造発達史と熱史に関する考察

フィリプサイトを生成した熱水変質の時期（フィリプサイトのK-Ar年代1.6Ma）との関係

から，sF-１断層には後期更新世以降の活動はないことを示す。

• 応力場と断層運動の関係及び火山活動と熱水活動の関係 【文献調査等】

• 年代測定試料(IT-24孔)及びK-Ar法年代測定内容 【年代測定】

調査・分析

凡 例

評価

▼

第732回審査会合
6/21（地下深部への連続性）

鉱物脈法による活動性評価の調査・分析は本年９月末までに全て終了した。評価を取りまとめ，次回以降の審査会合で
ご説明する予定である。


